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熱線法による熱伝導率測定
～石英および耐火断熱煉瓦の熱伝導率測定～

Technical Report

概要

測定方法

基本的な熱物性値の一つである熱伝導率
は、下表に示す３種類の測定方法があり、試
料の材質や形態によって適切な方法で対応
しています。熱線法では、温度傾斜法やレー
ザフラッシュ法では測定できない、煉瓦やコ
ンクリートブロックのような比較的大きな試料
や粉末・液体などの評価が可能です。
当社は、 に準拠した熱線法によ
る熱伝導率測定装置を自社開発してご依頼
に対応しています。本資料では石英および耐
火断熱煉瓦の測定事例について紹介します。
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お問合せはこちら

技術のお問合せ先:研究試験事業所　技術営業部　TEL06-6489-5976

https://www.nstec.nipponsteel.com/inquiry/inquiry01/input/


No.AMM-1602-2

Technical Report

・試験方法 ： 準拠 （耐火断熱煉瓦の熱伝導率の試験方法）
・熱線の材質 ： －
・測定試料 ： 石英ガラス
・試料寸法 ： × × を 枚使用

温度上昇の直線領域の傾きから算出

日本熱物性学会 熱物性ハンドブック

：±10% 

測定事例
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技術のお問合せ先:研究試験事業所　技術営業部　TEL06-6489-5976

https://www.nstec.nipponsteel.com/inquiry/inquiry01/input/
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・測定試料 ： イソライト工業㈱製 質れんが
・試料形状 ： 約 × × を 枚使用
・雰囲気 ： 大気中
・測定温度 ： 室温、 200℃ 、 400℃ 、 600℃ 、 ℃、1000℃（各温度 回計測）

・測定試料 ： ㈱ヨータイ製 マグネシア質れんが
・試料形状 ： 約 × × を 枚使用
・雰囲気 ： 大気中
・測定温度 ： 室温、 200℃ 、 400℃ 、 600℃ 、 ℃、1000℃（各温度 回計測）

：±10% 

：±10% 
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https://www.nstec.nipponsteel.com/inquiry/inquiry01/input/

